
（単位＝千円〉昭和49年度松代町の予算

会計名 本年度予算 前年度予算 比較 比率

一般会計 770，000 770，000 0 0％

』
国
保
事
業
特 別会計

282，279 200，165 82，U4 ，41．0

直診事業
特別会計

27，125 21，780 5，345 24．5

簡易水道事業

特別会計
216，475 61，229 155，246 253．5

農業共済事業

特別会計　　　一　　　　　

35，379 27，428 7，951 29．0

合　　　計 1，331，258 1，080，602 250，656 23．2
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町
の
行
財
政
は
急
激
な
過
疎
現
象
に
対
処
す
る
た
め
、
環
境
の
整
備
に
全

力
を
つ
く
し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
貧
弱
な
町
財
政
で
は
こ
れ
に
向
け
る

財
源
は
す
べ
て
起
債
に
た
よ
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
即
ち
、
昭
和
45
年

に
一
億
五
千
九
四
五
万
八
千
円
で
あ
っ
た
町
債
は
年
を
追
っ
て
急
増
し
、
本

年
度
は
四
億
四
千
六
二
六
万
六
千
円
（
簡
易
水
道
事
業
分
を
合
せ
る
と
、
六

億
一
千
九
五
六
万
六
千
円
）
が
予
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
国
が
一
月
一
九
日
閣
議
決
定
い
た
し
発
表
い
た
し
ま
し
た
、
昭
和
49
年
度

の
経
済
見
通
し
は
、
石
油
危
機
以
来
容
易
な
ら
ぎ
る
事
態
に
追
い
込
ま
れ
て

い
る
と
し
て
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
唯
一
の
財
源
と
し
て
た
よ
る
交
付
税

の
伸
び
も
あ
ま
り
期
待
で
き
ず
、
加
え
て
借
入
金
の
償
還
元
利
が
昭
和
5
4
年

に
は
一
億
円
を
越
す
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
予
算
規
模
を
極
力
縮
少

し
前
年
度
並
に
い
た
し
ま
し
た
が
、
そ
れ
で
も
な
お
、
借
入
金
（
町
債
六
千

九
五
〇
万
円
）
に
た
よ
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
し
か
し
な

お
、
物
価
上
昇
分
と
人
件
費
の
増
は
必
然
的
に
事
業
の
削
減
と
な
っ
て
苦
し

い
予
算
に
な
り
ま
し
た
。
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緩i難
1灘
　妻窟導孝葬

　
三
月
六
日
か
ら
四
日
間
に
わ
た
り
町

議
会
第
一
回
定
例
会
が
開
催
さ
れ
、
昭

和
4
9
年
度
予
算
を
含
む
％
件
の
議
案
が

付
議
さ
れ
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
予
算
は
財
政
事
情
で
の
べ
ら
れ
て
い

る
と
お
り
、
一
般
会
計
は
緊
縮
予
算
で

48

年
度
と
同
額
の
七
億
七
千
万
円
と
さ

れ
た
が
、
特
別
会
計
に
お
い
て
は
簡
易

水
道
事
業
の
第
2
年
次
の
工
事
費
が
大

巾
に
増
と
な
っ
た
ほ
か
、
国
保
事
業
会

計
で
は
保
険
給
付
費
の
増
に
よ
る
等
、

特
別
会
計
で
二
億
五
千
六
五
万
六
千
円

の
増
額
と
な
り
、
一
般
・
特
別
会
計
と

合
せ
て
総
額
＝
二
億
三
千
一
二
五
万
八

千
円
の
大
型
予
算
に
な
り
ま
し
た
。

　
以
下
歳
出
予
算
に
見
る
主
な
も
の
で

す
。　

　
一
　
般
　
会
　
計

◎
総
務
費

　
L
　
克
雪
セ
ン
タ
ー
建
設
、
一
千
七

　
　
三
八
万
三
千
円
（
う
ち
、
国
六
七

　
　
〇
万
円
・
県
三
三
五
万
円
・
地
方
債

　
　
五
三
〇
万
円
）
4
8
年
に
室
野
に
建

　
　
設
を
始
め
た
も
の
で
継
続
事
業
。

◎
民
生
費

　
L
　
老
人
福
祉
、
三
千
四
九
五
万
八

　
　
千
円
（
う
ち
国
二
千
五
一
万
七
千

　
　
円
・
県
七
六
一
万
九
千
円
）
主
に

　
　
老
人
医
療
費
で
三
千
一
五
二
万
円

　
名
　
児
童
手
当
、
一
千
二
七
七
万
円

　
　
（
う
ち
、
国
八
九
六
万
八
千
円
・

　
　
県
二
〇
三
万
七
千
円
）

◎
農
林
業
費

　
L
　
農
道
開
設
、
五
千
五
万
円
（
う

　
　
ち
、
県
一
千
四
〇
〇
万
円
・
地
方

　
　
債
八
○
○
万
円
・
受
益
者
負
担
五

　
　
一
四
万
八
千
円
）
下
山
線
ほ
か
。

　
乞
　
圃
場
整
備
、
一
千
二
〇
〇
万
円

　
　
　
（
　
　
（
　
　
（
　
　
（
　
　
（
　
　
（

　
　
（
う
ち
、
県
四
八
○
万
円
・
受
益

　
　
者
負
担
三
六
〇
万
円
）
木
和
田
原

　
　
部
落
で
実
施
。

　
よ
　
集
落
開
発
セ
ン
タ
ー
建
設
、
五

　
　
七
六
万
円
（
う
ち
、
県
二
五
〇
万

　
　
円
・
地
方
債
二
〇
〇
万
円
・
寄
附

　
　
金
六
三
万
円
）
会
沢
部
落
に
建
設

　
4
　
林
道
開
設
、
三
千
四
〇
〇
万
円

　
　
（
う
ち
、
県
二
千
二
＝
一
万
五
千

　
　
円
・
地
方
賃
四
二
〇
万
円
・
寄
附

　
　
金
六
五
万
二
千
円
）
下
山
・
海
老

　
　
線
、
大
山
線
を
実
施
。

◎
土
木
費

　
L
　
国
県
道
工
事
負
担
金
、
一
千
五

　
　
〇
〇
万
円
（
全
部
一
般
財
源
）

　
匹
　
道
路
維
持
、
一
千
五
八
四
万
七

　
　
千
円
（
う
ち
、
県
九
〇
万
円
・
寄

　
　
附
金
三
六
万
円
）
維
持
の
た
め
の

　
　
砂
利
等
。

　
よ
　
道
路
新
設
改
良
、
七
千
七
三
七

　
　
万
二
千
円
（
う
ち
、
国
四
〇
〇
万

　
　
円
・
地
方
債
四
千
六
〇
〇
万
円
）

　
　
道
路
改
良
舗
装
及
び
松
代
大
島
線

　
　
改
良
工
事
を
実
施
。

　
　
　
　
　
　
　
（
次
頁
へ
続
く
）

（1）



（2）

　
4
　
橋
梁
新
設
改
良
、
六
〇
〇
万
円

　
　
（
う
ち
、
地
方
債
四
〇
〇
万
円
）

　
　
家
の
下
橋
施
工
。

◎
消
防
費

　
L
　
上
越
地
域
消
防
事
務
組
合
負
担

　
　
金
、
一
千
八
二
八
万
七
千
円

　
乞
　
消
防
施
設
整
備
、
七
九
三
万
八

　
　
千
円
（
う
ち
、
国
四
八
万
円
）
消

　
　
防
ポ
ソ
プ
自
動
車
一
台
・
小
型
動

　
　
力
ポ
ソ
プ
ニ
台
購
入
ほ
か
、
水
路

　
　
・
道
路
設
置
。

◎
公
債
費

　
L
　
元
利
償
還
、
四
千
八
一
一
万
九

　
　
千
円

　
国
保
事
業
特
別
会
計

　
L
　
保
険
給
付
、
二
億
五
千
九
七
〇

　
　
万
七
千
円
（
う
ち
国
一
億
五
千
九

　
　
万
五
千
円
・
国
保
給
付
基
金
繰
入

　
　
八
○
○
万
円
）
増
八
千
二
一
万
四

　
　
千
円
の
主
内
訳

　
　
。
入
院
医
療
費
等
上
昇
分

　
　
　
　
　
三
千
六
二
七
万
二
千
円

　
　
。
医
療
費
改
定
分

　
　
三
千
一
三
一
万
七
千
円

・
高
額
療
養
費
支
給
制
度
分

　
　
　
　
　
九
五
八
万
二
千
円

直
診
事
業
特
別
会
計

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
省
略
）

簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計

L
　
簡
易
水
道
建
設
事
業
、
二
億
二

　
七
二
万
八
千
円
（
う
ち
、
国
五
千

　
六
三
〇
万
五
千
円
・
地
方
債
一
億

　
四
千
六
四
〇
万
円
）
48
年
度
か
ら

　
の
継
続
事
業
、
4
9
年
度
の
工
事
予

　
定
．
水
源
工
事
（
取
水
堰
堤
・
取

　
水
ポ
ン
プ
）
導
水
工
事
（
沈
砂
池

　
・
道
水
管
布
施
）
浄
水
工
事
（
薬

　
品
注
入
装
置
・
急
速
ろ
過
機
）
送

　
水
管
布
施
工
事
・
配
水
工
事
（
第

　
一
・
第
二
配
水
池
・
配
水
管
布
施

　
・
消
火
栓
）
電
気
計
装
設
備
工
事

名
　
起
債
及
び
借
入
金
利
子
、
七
二

　
三
万
二
千
円
。

農
業
共
済
事
業
特
別
会
計

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
省
略
）

町人口
1人当り

　6，349円

　　623
　　699
49，721

　1，998
　　211
　7，329
　9，363
　　951

　　　191
　1，165
　1，654
　1，380
　8，099
89，733

一般会計予算款別明細 （単位3千円）

歳
　
　
　
　
　
入

款 本年度予算 前年度予算 比　較 予算総比率

1．市　　町　　村　　税
2．地　方　譲・与　税
3．自　動　車　取　得税
4．地　方　交　付　税
5・交通安全対策特別交付金
6・分担金及び負担金
7．使用料及び手数料
8．国　庫　支・出　金
9・県　　支　　出　　金

10・財　　産　　収　　入
1L寄　　　　附　　　　金
12・繰　　　　入　　　　金
13．繰　　　　越　　　　金
14．諸　　　　収　　　　入
15．町　　　　　　　　債
　　歳　入　合　計

54，477

5，350
6，000

426，660

　　017，148

1，810
62，889

80，338

8，160
1，642

10，000

14，186

11，840

69，500

770，000

49，753

4，200
6，000

378，250

　5011，662

1，593
47，088

72，384

8，172
4，464

70，723

6，427
3，134

106，100
770，000

　4，724
　1，150

　　0　48，410
△　　　50

　52486
　　217
　15，801
　7，954
△　　　12
△　2，822

△60，723
　7，759
　8，706
△36，600

　　0

7．07％

0．69
0．78

55．41

2．23
0．24
8．17

10．43

1．06
0．21
1．30
1．84
1．54
9．03

100．0

歳
　
　
　
　
　
出

款 本年度予算 前年度予算 比　較 予算構成比

1・議　　　会　　　費
2・総　　　　務　　　　費
3・民　　　　生　　　　費
4・衛　　　　生　　　　費
5・労　　　　働　　　　費
6・農　　林　　業　　費
7・商　　　　工　　　　費
8・土　　　　木　　　　費
9・消　　　　防　　　　費

10・教　　　　育　　　　費
11・災　害　復　　旧　費
12・公　　　債　　　　費
13．予　　　　備　　　費
　　歳　出　合　計

16，072

110，888
99，363

28，164

9，924
135，547

1，267

153，534
45，423

102，052
3，901

48，119

15，746

770，000

12，832

102，582
72，153

22，228

4，367
146，971

1，158

163，276
39，898

142，615
8，348

38，240

15，332

770，000

　3，240
　8，306
　27，210
　5，936
　5，557
△11，424
　　109
△　9，742

　5，525
△40，563
△　4，447

　9，879
　　414

　　0

2・09％

14．40

12．90

3．66
1．29

17．60

0．17
19．94

5．90
13．25

0．51
6．25
2．04

100．00

歳出予算性質別内訳
④のうち
一般財源
　　153，157需

　　107，993

　　27，952

　　　6，232

　　657248
　　48，119

　　89，581

　　　3，376
　　　　　　　0

　　　1，788
　　　　　　　0

　　　10，182

　　　15，746

　529，374

町人口
1人当り

20，158円
16，150

　3，452
　5，803
　7，767
　5，608
26，548

　　　402
　　　　70

　　　208
　　　309
　1，423
　1，835
89，733

構成比
　22．46％
　18．00
　　3．85

　　6．47
　　8．65
　　6．25
　29．58
　　0．45
　　0．08
　　0．23
　　0．34
　　1．59
　　2．05
100．00

総　　額⑥

172，977需
138，586

　29，621
　49，796
　66，647
　48，119
227，812

　　3，451
　　　　600

　　1，788

　　2，650
　　12，207

　　15，746

770，000

分区

費
費
費
費
費
費
費
費
費
金
金
金
費

　
　
　
　
　
設
業
　
付

　
　
修
　
　
建
事
業
貸
　
　
計

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
1
2
3

　
　
　
　
　
　
　
　
1
1
1
　
1

付
議
さ
れ
た
案
件

議
第
1
号
　
昭
和
四
八
年
度
松
代
町
一

般
会
計
歳
入
歳
出
補
正
予
算
（
第
9
号
）

議
第
2
号
　
昭
和
四
八
年
度
松
代
町
特

別
会
計
国
民
健
康
保
険
補
正
予
算
（
第

3
号
）

議
第
5
号
　
昭
和
四
八
年
度
松
代
町
特

別
会
計
簡
易
水
道
事
業
補
正
予
算
（
第

4
号
）

議
第
4
号
　
昭
和
四
八
年
度
松
代
町
特

別
会
計
農
業
共
済
事
業
補
正
予
算
（
第

4
号
）

議
第
5
号
　
新
潟
県
町
村
人
事
事
務
組

合
規
約
の
変
更
に
つ
い
て
。

議
第
6
号
　
上
越
地
区
広
域
視
聴
覚
教

育
協
議
会
の
設
置
に
つ
い
て
。

議
第
7
号
　
新
潟
県
旧
市
町
村
職
員
恩

給
組
合
資
産
管
理
組
合
の
解
散
に
つ
い

て
。

議
第
8
号
　
町
道
の
廃
止
に
つ
い
て
。

議
第
9
号
　
町
道
の
認
定
に
つ
い
て
。

議
第
1
0
号
　
財
産
の
処
分
に
関
し
議
会

の
議
決
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
。

議
第
1
1
号
　
海
老
辺
地
に
係
る
総
合
整

備
計
画
の
策
定
に
つ
い
。

議
第
12
号
　
特
別
豪
雪
地
帯
克
雪
管
理

セ
ン
タ
：
建
設
請
負
契
約
の
変
更
に
つ

　
　
　
　
　
　
　
（
次
頁
へ
続
く
）



　
三
月
九
日
、
町
議
会
に
お
い
て
次
の

と
お
り
常
任
委
員
会
の
委
員
が
決
定
し

ま
し
た
。
◎
印
委
員
長
・
印
副
委
員
長

総
務
文
教
常
任
委
員
会

　
◎
中
村
俊
正
。
佐
藤
政
行
・
若
井
博

　
　
弥
・
市
川
一
郎
・
柳
幸
雄
・
小
堺

　
　
盛
一

社
会
常
任
委
員
会

　
◎
小
野
島
正
守
・
樋
口
富
之
亟
・
小

　
　
堺
又
七
・
高
橋
吉
治
・
関
谷
達
治

　
　
・
柳
米
吉

建
設
常
任
委
員
会

　
◎
高
橋
忠
平
・
山
本
勝
芳
・
井
上
誠

　
　
・
牧
田
忠
左
・
山
岸
正
男

産
業
常
任
委
員
会

　
◎
市
川
璋
次
・
斉
藤
元
三
郎
・
牧
田

　
　
栄
一
・
富
沢
恭
松
・
柳
喜
三
次

〔
特
別
委
員
会
〕

中
学
校
統
合
促
進
特
別
委
員
会

　
◎
小
野
島
正
守
・
小
堺
又
七
・
佐
藤

　
　
政
行
・
牧
田
栄
一
・
市
川
璋
次
・

　
　
富
沢
恭
松
・
山
本
勝
芳
・
斉
藤
元

　
　
三
郎
・
柳
喜
三
次

簡
易
水
道
建
設
特
別
委
員
会

　
◎
小
堺
盛
一
。
高
橋
忠
平
・
市
川
璋

　
　
次
・
牧
田
忠
左
・
山
本
勝
芳
・
柳

　
　
喜
三
次
・
小
堺
又
七
・
小
野
島
正

　
　
守

」
△

火
飴

防
船
長
い
冬
轟
り
を
つ
げ
、
や

い
△
っ
と
春
を
迎
え
た
と
い
う
感
じ

よ
△
の
こ
の
ご
ろ
で
す
が
、
上
越
地

て
船
域
消
防
霧
組
合
管
内
に
お
い

　
っ
△
て
今
年
に
入
っ
て
か
ら
は
、
昨

あ
△
年
よ
り
早
い
ぺ
ー
ス
で
火
災
件

　
　
△

け
△
数
が
延
び
て
お
り
ま
す
。
こ
れ

か
△
か
ら
は
、
外
仕
事
が
多
く
な
り

声
艶
す
が
、
火
の
元
優
＋
分
御

も
△
注
意
下
さ
い
。

　
　
△

に
△
◎
わ
が
家
の
避
難
点
検

隣
船
・
家
族
の
話
し
合
い
に
よ
る

「
△
　
　
避
難
方
法
の
決
定
。

　
。
老
人
、
子
ど
も
、
病
弱
者
等
の
就

　
　
寝
場
所
の
総
点
検
。

◎
た
ば
こ
の
投
げ
捨
て
と
寝
た
ば
こ
の

　
防
止

◎
外
出
、
就
寝
前
の
火
の
元
点
検
の
励

　
行

◎
消
火
器
具
の
そ
な
え
つ
け
と
再
点
検

◎
警
鐘
点
打

　
。
期
間
中
、
毎
日
午
前
6
時
と
午
後

　
　
7
時
に
消
防
団
に
ょ
り
警
鐘
を
点

　
　
打
し
、
住
民
の
防
火
心
を
啓
蒙
す

　
　
る
o

　
。
鎭
火
信
号
（
●
　
●
ー
●
）

ノ
分
遣
所
か
ら
の
お
知
ら
せ
！

　
…
…
火
事
と
救
急
は
…
…

春
の
火
災
予
防
運
動
は
じ
ま
る

　
　
　
　
　
　
　
　
4
月
ー
日
か
ら
4
月
7
日
ま
で

　
火
事
叉
は
救
急
の
場
合
の
通
報
は
、

郵
便
局
を
呼
び
出
し
「
火
事
」
、
　
「
救

急
」
と
正
し
く
言
い
、
分
遣
所
が
出
ま

し
た
ら
、
　
「
部
落
」
　
「
屋
号
」
を
落
ち

つ
い
て
は
っ
き
り
言
っ
て
下
さ
い
。

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
も

　
　
　
　
4
月
6
日
↓
朽
日

　
こ
の
運
動
は
、
歩
行
者
・
運
転
者
・

運
転
者
の
雇
主
、
そ
の
他
陸
上
交
通
に

関
係
あ
る
す
べ
て
の
者
に
、
交
通
安
全

思
想
の
周
知
徹
底
を
図
り
、
正
し
い
交

通
ル
ー
ル
の
実
践
を
習
慣
づ
け
、
交
通

事
故
防
止
の
徹
底
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
す
る
。

◎
運
動
の
重
点

　
歩
行
者
事
故
、
特
に
こ
ど
も
（
幼
児

及
び
小
学
校
児
童
を
い
う
）
の
事
故
を

防
止
す
る
た
め
、
次
の
施
策
を
中
心
に

交
通
事
故
防
止
対
策
を
徹
底
し
て
実
施

す
る
。

ム
ス
ク
ー
ル
・
ゾ
ー
ン
の
整
備
充
実

　
小
学
校
・
保
育
所
を
中
心
と
し
た
ス

　
ク
ー
ル
・
ゾ
：
ン
の
設
定
に
つ
い
て

　
は
、
昨
年
の
設
定
場
所
で
子
供
の
安

　
全
を
絶
対
優
先
さ
せ
、
登
校
・
下
校

　
時
の
道
路
の
拡
大
を
図
り
、
道
路
上

　
　
　
　
　
　
　
（
次
頁
へ
続
く
）

い
て
。

議
第
侶
号
　
峠
地
区
、
圃
場
整
備
工
事

の
契
約
変
更
に
つ
い
て
。

議
第
鱗
号
　
松
代
町
議
会
議
員
の
報
酬

及
び
費
用
弁
償
等
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

議
第
1
5
号
　
松
代
町
特
別
職
の
職
員
で

非
常
勤
の
も
の
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償

等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
の
制
定
に
つ
い
て
。

議
第
1
6
号
　
松
代
町
職
員
の
旅
費
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の

制
定
に
つ
い
て
。

議
第
1
7
号
　
松
代
町
国
民
健
康
保
険
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に

つ
い
て
。

議
第
1
8
号
　
松
代
町
水
道
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
。

議
第
拍
号
　
松
代
町
公
営
住
宅
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い

て
。

議
第
2
0
号
　
松
代
町
農
業
共
済
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い

て
。

議
第
2
1
号
　
松
代
町
特
別
会
計
農
業
共

済
事
業
賦
課
額
及
び
賦
課
単
価
の
決
定

に
つ
い
て
。

議
第
2
2
号
　
土
地
改
良
事
業
の
実
施
に

つ
い
て
。

議
第
器
号
　
昭
和
四
九
年
度
一
般
会
計

松
代
町
歳
入
歳
出
予
算
（
別
冊
）

議
第
2
4
号
　
昭
和
四
九
年
度
特
別
会
計

松
代
町
国
民
健
康
保
険
歳
入
歳
出
予
算

（
別
冊
）

議
第
2
5
号
　
昭
和
四
九
年
度
特
別
会
計

松
代
町
簡
易
水
道
事
業
歳
入
歳
出
予
算

（
別
冊
）

議
第
2
6
号
　
昭
和
四
九
年
度
特
別
会
計

松
代
町
農
業
共
済
事
業
歳
入
歳
出
予
算

（
別
冊
）

議
第
2
7
号
　
松
代
町
議
会
委
員
会
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ

い
て
。

議
第
2
8
号
　
失
業
保
険
法
の
「
改
正
」

に
反
対
す
る
決
議
（
案
）

6
呂
3
＝
竃
監
茎
2
3
3
署
亀
3
3
雷
＝
霊
亀
一
呂
雷
ぎ
置
監
器
＝
＝
晋
＝
9
、
．
＝
醒
晋
置
亀
言
8

　
　
問
答
欄
に
つ
い
て

　
み
な
さ
ん
の
知
り
た
い
こ
と
に
つ
い

て
、
こ
の
欄
を
と
お
し
て
で
き
る
か
ぎ

り
お
知
ら
せ
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

ど
し
く
お
問
合
せ
下
さ
い
。

　3（



　4（

　
に
車
輔
の
駐
車
を
禁
止
し
、
道
路
の

　
正
し
い
利
用
を
徹
底
す
る
。

◎
交
通
安
全
教
育
の
推
進

　
こ
ど
も
と
母
親
に
対
す
る
交
通
安
全

教
育
は
、
運
動
期
間
に
と
ら
わ
れ
る
こ

と
な
く
、
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
利
用
し
て

反
復
し
て
行
う
こ
と
と
し
、
正
し
い
歩

行
（
横
断
を
含
む
）
な
ど
安
全
な
通
学

通
園
に
つ
い
て
指
導
す
る
こ
と
。
な
お

母
親
に
対
し
て
は
、
こ
ど
も
の
事
故
防

止
に
つ
い
て
、
し
つ
け
方
を
重
点
と
し

た
必
要
な
知
識
に
つ
い
て
も
指
導
し
、

家
庭
に
お
け
る
交
通
安
全
教
育
の
充
実

を
図
る
。

△
幼
児
交
通
安
全
ク
ラ
ブ
の
育
成
強
化

　
を
図
る
た
め
、
こ
の
機
会
に
、
ク
ラ

　
ブ
活
動
に
必
要
な
教
材
、
教
具
の
整

　
備
と
指
導
者
の
養
成
を
計
画
的
に
推

　
進
す
る
。

△
運
転
者
及
び
そ
の
雇
主
等
に
対
す
る

　
交
通
安
全
教
育
は
、
職
場
・
地
域
に

　
お
い
て
、
効
果
的
に
実
施
す
る
こ
と

　
と
し
、
歩
行
者
特
に
こ
ど
も
を
は
じ

　
め
と
し
た
、
交
通
上
弱
い
立
場
に
あ

　
る
老
人
を
守
る
た
め
の
、
安
全
運
転

　
の
励
行
に
つ
い
て
指
導
す
る
。

△
地
域
住
民
に
対
す
る
交
通
安
全
教
育

　
は
、
地
域
住
民
組
織
と
の
連
携
を
密

　
に
し
て
、
各
種
地
域
活
動
の
場
を
積

極
的
に
浩
用
し
、
地
域
住
民
の
H
常

生
活
に
即
し
た
具
体
的
な
指
導
μ
た

　
と
え
ば
、
事
故
多
発
地
点
の
周
知
・

飲
酒
連
転
事
故
の
要
因
と
な
る
習
慣

　
の
打
破
等
π
を
中
心
と
し
て
効
果
的

　
に
実
施
す
る
。

昭和48年松代町内で発生した人身交通事故状況

月　日 場所 道路名 原　　　　　　　　　　　　　　　因 けがの程度

3・1 松　　代 国道 駐車屯の車の後部に居た人にカーブを曲がる際雪のため滑走したライト
ハンが衝突

軽　　傷

3・22 〃 県道 太陽光線のまぶしさから下向き運転による対向車に衝突 重軽傷
3・27 池　　尻 〃 スピードの出し過ぎからカーブで対向車と衝突 軽　　傷

5・30 松　　代 国道 カーブで普通乗用車と二輪の衝突 重　　傷

6・9 室　　野 県道 登校中の小学生にマイクロバスの衝突 軽　　傷

6・25 名　　平 町道 あがり酒を飲んでバイクを運転、カーブを曲がりきれずに路外に転落 重　　傷

8・12 峠 県道 普通乗用車にカーブでの普通乗用車の衝突 軽　　傷

8・24 木和田原 〃 幼児の飛び出しによる普通乗用車の衝突 〃

9・5 田野倉 〃 τ字交差点で自転車乗りと普通乗用車の衝突 〃

9・28 太　　平 国道 原付自転車（バイク）同士の衝突 重軽傷
10・8 松　　代 〃 飲酒運転の普通乗用車、路外建築物に衝突 軽　　傷
10・11 太　　平 町道 わきみ運転のジープが田圃に転落 重軽傷
”・9 松　　代 国道 幼児の飛び出しによる普通乗用車に衝突 重　　傷
12・17 犬　　伏 〃 ヵ一ブでの衝突 軽　　傷

昭和48年中の交通事故発生状況
　　　　　本　県松代町

48年 47年 増減数 増減率

件　　数

死　　者

傷　　者

12p712

　390
16，225

14，154

　444
18，121

一1，442

　・一54

－1，866

一10．2

・一12．2

－10．3

昭和48年中 昭和47年中

11件
1人

20人

14件
0人

29人

数
者
者

件
死
傷

　唖《，
欝i

　
暮
翼
　
　
　
灘
鵬

　
　
　
嶽
欝
萎
　
　
．

　
　
　
鷺
鞭
鱒
・
盤
灘

縫
羅
鑑
襲
騒
嚢
綬
餐
華
養

．
濤
蕪
灘
、
難
茎
懸
慧
華
縫

灘
窪
　
構
妻
　
聾
寒
　
　
態

妻
簸
鰺
鐵
鎌
華
　
　
榔
灘
寝

　
妻

皿
　
襲
　
　
一

塗
凋
　
奪

一
日

－
円
の
掛
金
で
す

灘
縛
鑛
蓬
　
羅

、
妻
凄
蛎
婁

　
　
　
　
　
　
解

　
鐵
　
　
凄
糞

　
範
　
｝
　
　
　
葦

．
慧
藁
馨
慈
嚢
駿
　
鑛

交
通
災
害
共
済
に
加
入
し
ま
し
よ
う

　
悲
滲
な
交
通
事
故
は
新
聞
や
テ
レ
ビ

で
目
に
し
耳
に
し
な
い
日
は
な
い
ほ
ど

多
発
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
悲
し
い
事

故
は
み
ん
な
の
注
意
と
協
力
で
発
生
さ

せ
な
い
こ
と
が
一
番
で
す
が
、
不
幸
に

し
て
い
つ
、
ど
こ
で
、
自
身
に
家
族
の

身
に
ふ
り
か
か
っ
て
く
る
か
も
知
れ
ま

せ
ん
。

　
昭
和
43
年
9
月
か
ら
、
交
通
事
故
に

あ
っ
た
方
へ
会
員
相
互
の
助
け
合
い
に

よ
る
見
舞
金
を
と
、
一
日
一
円
の
掛
金

で
新
潟
県
交
通
災
害
共
済
組
合
が
発
足

し
六
年
目
を
迎
え
ま
す
。
こ
の
間
こ
の

制
度
に
つ
い
て
み
な
さ
ん
の
ご
理
解
に

よ
り
年
々
会
員
が
増
加
し
、
昭
和
48
年

度
松
代
町
の
加
入
者
は
四
、
八
六
四
名

で
全
人
口
に
対
し
て
五
六
％
の
加
入
で

47

年
度
よ
り
九
％
の
伸
長
で
し
た
。

　
給
付
さ
れ
る
人
が
ふ
え
る
と
い
う
こ

　
　
　
　
　
　
　
（
次
頁
へ
続
く
）



と
は
好
ま
し
い
事
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が

48

年
度
に
見
舞
金
を
給
付
さ
れ
た
人
は

現
在
距
名
で
前
年
度
の
総
数
よ
り
少
な

い
の
で
す
が
、
申
請
中
の
人
、
ま
だ
全

治
し
な
い
人
を
含
む
と
上
回
る
見
込
み

で
す
。

　
昭
和
4
9
年
度
申
込
の
手
続
は
、
す
で

に
区
長
さ
ん
を
と
お
し
て
み
な
さ
ん
に

お
知
ら
せ
し
て
あ
り
ま
す
が
、
ま
だ
手

続
き
さ
れ
て
い
な
い
方
は
至
急
手
続
さ

れ
ま
す
よ
う
お
す
す
め
い
た
し
ま
す
。

　
加
入
は
松
代
町
に
住
ん
で
お
ら
れ
る

住
民
で
あ
れ
ば
ど
な
た
で
も
加
入
で
き

ま
す
。
区
長
さ
ん
か
ら
配
布
さ
れ
た
申

込
書
の
家
族
名
簿
に
異
動
が
あ
り
ま
し

た
ら
記
載
例
の
如
く
加
除
し
て
三
部
と

も
提
出
し
て
下
さ
い
。
会
員
証
③
は
後

日
領
収
印
を
お
し
て
お
届
け
い
た
し
ま

す
。

　
昭
和
4
8
年
度
か
ら
、
加
入
会
員
の
募

集
に
あ
た
り
特
に
優
秀
な
成
績
を
挙
げ

た
団
体
を
、
組
合
長
表
彰
す
る
制
度
が

で
き
、
松
代
町
で
は
室
野
部
落
が
表
彰

状
（
写
真
）
の
と
お
り
表
彰
さ
れ
ま
し

た
。

麹ぴ刎聯戯て監なくなつノも2葛合・憾

楳消して下ぐ》・・

勅た牌凝師宕は
皇欄磯入してFぐ㌦

昭和48年度交通災害共済組合加入状況

字　名 加入者数 加入率 字　名 加入者数 加入率

人 ％ 人 ％
松　　代 998 59．55 中　　子 13 41．93

小荒戸 82 50．93 苧　　島 79 59．84

太　　平 70 57．85 田野倉 113 49．34

菅　　刈 87 41．82 仙　　納 70 46．97

田　　沢 108 69．23 田　　代 66 47．48

小屋丸 52 81．25 あざみ平 100 58．82

池之畑 78 74．28 小　　貫 34 56．66

下　　山 115 69．69 諏訪峠 17 32．69

千　　年 255 66．40 寺　　田 91 43．33

池　　尻 72 68．57 名　　平 42 54．54

会　　沢 106 59．21 蒲　　生 258 56．57

清　　水 96 38．55 儀　　明， 211 56．87

桐　　山 77 46．95 福　　島 120 68．96

蓬　　平 209 61．29 奈良立… 42 53．84

東　　山 14 36．84 室　　野 508 60．84

海　　老 97 59．87 竹　　所i
1
　
5
3 38．68

犬　　伏 182 52．29 濁 33 42．85

孟　　地 49 45．79 峠 1134 49．08

片桐山 25 47．16 木和田原1 84 44．91

滝　　沢 24 32．87 1計
14・864 55．94

今
年
も
減
少
⊥
竿
業
ε
入
学

小
学
校
⑩
名
・
中
学
校
2
6
名

（餐鷺亨留喬咽ンで）

会費

η350
　　円

350
　　円

350
　　円

350
　　円

350

　　　会貝申込書）①　番．号

欝碧甲野太郎
辱　名謝轟生年舶
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4
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P

　
　
　
　
　
　
匠

　
　
ノ

董
昭
彩
器
器
収

　
　
　
　
　
　
領

父甲牙再ゑ

人

円

計
　
　
￥

一
昭 和48年度
新潟県交通災害共済組合会費払込書（加入

住所 新潟県東頸城郡松代町大字松代

氏　　　名 蕩驚轟 生年月日 会費

Ψ野太郎 杁
婁必“．δ
昭

　円§50

甲野花31 妻 明
爾，5●1活 358

甲野一郎 疾男 明
あ！7●9” 35ぎ

甲野・京子 惣
明
大
！ 8●！2ソ2，

⑫
358

甲』野鶴一 翻の
表2

明
あ

鶴●・6’3 35謬

昭和　　年　　月　　日

右のとおり払込みます。

繍 昭和48f卜4月1日（4月1日以後の加入にあっては会費
領収印II付の翌日）から昭和49年3月31日まで

　
昨
年
も
児
童
生
徒
の
減
少
に
つ
い
て

登
載
（
広
報
一
六
二
号
）
い
た
し
ま
し

た
が
、
新
年
度
も
ま
た
児
童
・
生
徒
が

減
少
い
た
し
ま
す
。

　
町
立
学
校
の
卒
業
式
は
3
月
15
日
に

中
学
6
ケ
校
（
併
置
小
学
校
3
校
も
同

時
）
小
学
校
は
23
日
に
2
校
、
2
5
日
に

3
校
実
施
さ
れ
、
延
二
八
五
名
の
児
童

生
徒
が
送
り
出
さ
れ
ま
す
。
ま
た
入
学

式
は
4
月
上
旬
に
実
施
さ
れ
小
学
校
へ

一
四
〇
名
中
学
校
へ
一
四
五
名
（
小
学

校
卒
業
一
五
〇
名
の
う
ち
田
代
の
四
名

は
高
柳
町
へ
、
室
野
小
か
ら
一
名
町
外

へ
進
学
）
入
学
い
た
し
ま
す
。

　
別
表
は
教
育
委
員
会
の
資
料
中
か
ら

抜
葦
し
た
も
の
で
す
が
、
卒
業
者
に
対

加み申込書の記載例

今年の卒業と入学（別表）

　
1
　
　
　
　
　
　
ー
”
、
　
　
　
　
　
　
ー
　
　
　
　
　
　
ー
　
　
　
　
　
　
ー
　
　
　
　
　
　
｝

し
小
中
学
校
と
も
に
入
学
者
が
小
学
校

で
10
名
、
中
学
校
で
26
名
減
少
し
て
い

ま
す
。

　
以
上
は
卒
業
と
入
学
を
比
較
し
た
も

の
で
在
籍
者
数
は
減
少
い
た
し
ま
す
が

入
学
者
数
を
弼
年
度
と
比
較
し
て
み
ま

す
と
小
学
校
は
2
2
名
の
増
で
す
。
小
学

校
入
学
者
が
増
加
し
た
と
い
う
こ
と
は

チ
ヨ
ツ
ピ
リ
明
る
い
事
で
は
な
い
で
し

　
　
ン

よ
う
カ
？

▲
小
学
校

　
8
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『

　
4
　
年
　
度

入
学
者

　
　
　
　
一
一
八
人

入
学
者
な
し
の
学
校

四
校
（
難
丸
灘
）

▲
中
学
校

　
4
8
　
年
　
度

入
学
者

一
4
9
年
度

ク
一
四
〇
人

〃　
な
し

㎜
4
9
年
度
一

蛍”比

天較

比
　
較

一
六
〇
人
巧
四
五
人
藪
五
人

学校名
49．2。末

在籍者
48年度
卒業者
　（1）

49年度
入学者
　（2）

比較
△印減

（2）一（1

松代小 237 41 40 △1

菅刈分 39 4 6 2
蓬平分 32 9 5 △4

小屋丸分 8 2 3 1
下山分 19 3 1 △2

清水小
4：1 14 5 △9

孟地小 49 10 12 2
海老分 22 6 4 △2

滝沢分 6 0 2 2
北山小 30 6 3 △3

莇平分 14 0 6 6
田代分 8 4 1 △3

蒲生小 43 10 7 △3

寺田分 17 2 4 2
儀明分 27 4 4 0

室野小 101 17 20 3
峠　　小 69 16 11 △5

桐山小 18 2 6 4
小　計 780 150 140 △10

松代中 208 62 59 △3

清水中 30 15 14 △1

孟地中 74 26 16 △10

山平中 108 29 22 △7

奴奈川中 103 37 32 △5

桐山中 6 2 2 0
小　計 529 171 145 △26

　5（



（6）

依
然
と
し
て
高
い

　
　
鱒
罵
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．
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．
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寄
生
虫
の
寄
生
率

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
p
◎
ロ
■
畳
働
0
8
・
謄
■
ロ
．
4
‘
自
■
0
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臨
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㌻
a
日
■
鰯
．
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、
■
ロ
ー
目
0
2
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璽
鱒
一
6
0
‘
●
0
．
署
■
■
己
6
嗣
煽
ロ

四
十
八
年
度
に
実
施
し
た
寄
生
虫
の

検
査
結
果
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
お

知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　
松
代
町
の
平
均
寄
生
率
は
七
・
九
バ

ー
セ
ン
ト
と
郡
内
一
の
高
率
で
す
。

　
町
の
平
均
と
自
分
の
部
落
と
を
比
較

し
て
見
て
下
さ
い
。
大
多
数
の
部
落
が

学
童
の
寄
生
率
と
正
比
例
し
て
い
ま
す

こ
れ
は
、
子
ど
も
が
寄
生
虫
を
も
っ
て

い
る
家
庭
で
は
、
必
ず
と
言
っ
て
よ
い

ほ
ど
大
人
も
寄
生
虫
を
も
っ
て
い
る
か

ら
で
す
。

生
野
菜
や
手
足
が
感
染
源

鉤
虫
餅
人
糞
肥
料
等
に
よ
り
畑
に
ま
か

　
　
れ
た
鉤
虫
卵
は
、
感
染
仔
虫
に
発

　
　
育
す
る
と
、
土
の
表
面
や
野
菜
に

　
　
つ
い
て
、
人
の
口
か
ら
又
は
、
手

　
　
足
の
汗
腺
や
脂
腺
か
ら
体
内
に
入

　
　
っ
て
行
き
ま
す
。

蜘
虫
π
蝸
虫
卵
は
、
生
野
菜
や
漬
物
に

　
　
付
着
し
た
ま
ま
口
よ
り
体
内
に
入

　
　
り
ま
す
。

鞭
虫
H
蜥
虫
と
同
様
に
飲
食
物
に
よ
り

　
　
口
か
ら
体
内
に
入
り
ま
す
。

嶢
虫
π
肛
門
の
周
囲
で
産
卵
し
、
布
団

　
　
の
中
の
温
度
で
三
～
七
時
間
位
い

　
　
で
人
に
う
つ
る
卵
に
成
熟
し
ま
す

　
　
寝
ま
き
や
敷
布
に
落
ち
て
ほ
こ
り

　
　
と
一
諸
に
食
物
に
つ
い
た
り
手
に

　
　
つ
い
た
り
し
て
口
か
ら
体
内
に
入

　
　
り
ま
す
。

　
　
嶢
虫
は
子
ど
も
だ
け
に
寄
生
す
る

　
　
よ
う
に
思
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
大

　
　
人
に
も
多
く
感
染
し
ま
す
。

寄
生
虫
の
害

　
以
前
の
よ
う
に
鈎
虫
の
た
め
青
ぶ
く

れ
し
た
り
、
蜘
虫
が
盲
腸
に
入
っ
た
と

　
　
　
　
　
　
　
（
次
頁
へ
続
く
）

（特対分）昭和48年度寄生虫成績表
一“””置8”“一■”胴”層””””開1瞳””1■”ロ■“ロ”””口”巳”””■■“朋”■”””””“冨“”“■照醐””●“朋曜”■■”■“ロ”ロ””“

左　内 訳
有卵

有 卵 者 内 訳
字　名 配布数

一般者分 出稼者分
実検査数

者数 鈎虫 蝸虫 鞭虫 その他 合計
1 有卵率

％

松　　代 1，135 689 483 6 3 6 9 1．2

小荒戸 117 63 36 2 2 2 5．6

太　　平 80 52 38 1 1 1 2．6

菅　　刈 136 88 44 5 2 4 6 11．4
田　　沢 109 68 46 0
小屋丸 51 32 18 0
池之畑 71 41 34 1 1 1 2．9

下　　山 m 70 55 2 1 1 2 3．6

千　　年 269 170 135 12 3 5 10 18 8．9

池　　尻 74 53 46 10 6 8 14 21．7
会　　沢 141 80 53 6 6 3 9 11．3
清　　水 176 109 68 6 5 4 9 8．8

桐　　山 ll5 80 59 2 2 2 3．4

蓬　　平 243 154 120 19 5 9 13 27 15．8
・東　　山 24 19 19 5 1 5 6 26．3
海　　老 115 76 5了

1 1 1 1．8

犬　　伏 248 159 108 2 2 1 3 1．9

孟　　地 86 51 42 1 1 1 2．4

片桐山 39 23 17 0滝　　沢 55 38 20 0中　　子 26 21 20 0苧　　島 101 61 36 2 1 2 3 5．6

田野倉 166 106 67 6 2 5 7 9．0

仙　　納 104 64 47 7 1 1 7 9 14．9
田　　代 97 58 55 6 41 1 4 9 10．9
筋　　平 125 90 53 7 2 7 9 13．2
小　　貫 44 30 19 4 4 4 21．1

諏訪峠 40 27 22 3 ｝ 2 3 13．6
寺　　田 152 113 91 17 6

1ア 23 18．7
名　　平 58 39 27 2 1 1 2 7．4

蒲　　生 362 214 160 11 1 6 8 15 6・9

儀　　明 274 177 109 15 8 11 19 13．8
福　　島 121 ア2 51 4 4 4 7．8

奈良立 59 40 26 2 1 2 1 4 7．7

室　　野 598 378 165 7 7 7 4．2

竹　　所 94 60 38 14 3 6 13 22 36．8
濁 56 30 25 0峠 183 125 88 13 2 4 10 16 14．8

木和田原 136 92 63 10 4 8 12 15．9

計 6，191 3，912 2，660 211 29 82 168 279 7．93



い
う
話
は
聞
か
な
く
な
り
ま
し
た
が
、

腸
内
に
寄
生
虫
が
い
れ
ば
貧
血
、
胃
腸

症
状
、
神
経
症
状
な
ど
が
起
り
ま
す
。

殊
に
嶢
虫
は
肛
門
部
が
か
ゆ
く
て
落
ち

つ
き
が
な
く
な
り
、
学
童
は
学
力
の
低

下
な
ど
に
つ
な
が
り
ま
す
。

予
防
は
清
潔
第
一
に

　
予
防
す
る
に
は
、
な
ん
と
言
っ
て
も

人
糞
尿
を
肥
料
に
し
な
い
こ
と
で
す
が

そ
う
も
い
か
な
い
と
思
い
ま
す
の
で
使

う
場
合
は
、
三
槽
便
所
の
も
の
を
使
う

か
、
さ
も
な
く
ば
別
の
肥
留
に
入
れ
て

三
ケ
月
以
上
置
い
て
充
分
に
腐
ら
せ
、

寄
生
虫
の
卵
が
死
ん
だ
も
の
を
使
用
す

る
よ
う
に
し
て
下
さ
い
。

特
に
主
婦
の
方
に
お
願
い

　
生
野
菜
は
流
水
（
水
道
の
蛇
口
を
出

し
た
ま
ま
）
で
充
分
洗
っ
て
下
さ
い
。

食
事
作
り
を
始
め
る
前
に
は
必
ず
手
を

洗
い
、
な
お
食
事
作
り
中
は
絶
対
に
用

便
を
足
さ
な
い
よ
う
心
掛
け
て
下
さ
い

一
般
の
方
は
、
食
事
前
と
用
便
後
は
必

ず
手
を
洗
う
な
ど
一
人
一
人
が
注
意
し

て
下
さ
い
。

駆
虫
は
寒
い
時
期
が
効
果
的

　
駆
虫
は
寒
い
時
期
に
す
る
の
が
効
果

的
で
す
。
薬
を
配
付
さ
れ
た
方
は
必
ず

飲
ん
で
下
さ
い
。
そ
し
て
二
週
間
か
ら

三
週
間
位
い
の
間
に
も
う
一
度
医
師
の

と
こ
ろ
で
再
検
査
を
受
け
て
下
さ
い
。

そ
し
て
徹
底
的
に
退
治
し
て
下
さ
い
。

そ
う
し
な
い
と
、
糞
便
か
ら
田
畑
へ
、

田
畑
か
ら
野
菜
や
手
足
を
通
じ
て
口
か

ら
体
内
へ
と
、
い
つ
ま
で
た
っ
て
も
悪

循
環
が
繰
り
返
さ
れ
ま
す
の
で
、
駆
虫

は
家
族
全
員
に
全
然
い
な
く
な
る
ま
で

医
師
の
再
検
査
、
再
三
検
査
を
繰
り
返

し
て
下
さ
い
。

　
な
お
、
役
場
で
は
一
回
目
に
薬
を
配

布
し
ま
す
が
再
検
査
以
降
の
医
療
費
は

保
険
扱
い
と
な
り
ま
す
。

…
9
き
i
…
垂
6
？
塞
る

r療育手帳」制度発足

弱児（者）に手帳交付
6■閣馴口■臨口■■■■噂■騒■■■■■■置騨■■■■匿彫■■■■■■■■■■■■■騨

目
的
－
県
で
は
、
今
年
度

　
　
か
ら
精
神
薄
弱
児
（

　
　
者
）
の
福
祉
の
増
進

　
　
に
資
す
る
た
め
「
療

　
　
育
手
帳
」
を
交
付
し

　
　
一
貫
し
た
指
導
と
、

　
　
相
談
業
務
を
実
施
す

　
　
る
こ
と
に
な
り
ま
し

　
　
た
。

薄
㎝
恩
畢
特
別
児
童
扶
季

神
一
　
当
心
身
障
害
者
扶

精
一

　
　
・
　
　
養
共
済
、
所
得
税
・

　
　
　
　
　
住
民
税
の
諸
控
除
及

び
減
免
、
N
H
K
受
信
料
の
免
除

な
ど
が
う
け
や
す
く
な
り
ま
す
。

申
請
－
現
在
役
場
の
社
会
福
祉
係
で
申

　
　
請
を
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
の
で

　
　
該
当
さ
れ
る
と
思
わ
れ
る
方
、
又

　
　
は
、
そ
の
保
護
者
は
印
鑑
を
持
っ

　
　
て
お
い
で
下
さ
い
。

交
付
対
象
者
－
手
帳
は
、
児
童
相
談
所

　
　
又
は
、
精
神
薄
弱
者
更
生
相
談
所

　
　
に
お
い
て
精
神
薄
弱
と
判
定
さ
れ

　
　
た
者
に
交
付
さ
れ
ま
す
の
で
、
申

　
　
請
を
さ
れ
た
後
判
定
を
受
け
て
も

　
　
ら
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

国
保
の
保
険
証
検
認
に
つ
い
て

　
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
の
検
認

時
期
が
近
づ
き
ま
し
た
。

左
記
期
間
中
に
部
落
嘱
託
員
さ
ん
に
お

ね
が
い
し
て
保
険
証
の
回
収
を
お
こ
な

　　　　〃PCB使用部品を回収しよう！！

「古いテレビ（白黒カラー共）・ルームクーラー及び電子レ

ンヂは勝手に処分しないで下さい」

　廃棄家庭電気製品中のPCB使用部品からの環境汚染防
止に万全を期すため、製品中のPC　B使用部品を回収する

ことになりました。

　この回収作業は全国的に5年から10年間続く見込みであ

ります。町では、春秋の2回にまとめて古テレピ等を収集

する予定でありますが、中間に廃棄する場合は役場へ連絡

して下さい。尚、具体的な収集計画は後日連絡致します。

い
ま
す
か
ら
ご
用
意
ね
が
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
記

◎
回
収
さ
れ
る
日
は

　
　
三
月
二
十
五
日
か
ら

　
　
三
月
三
十
日
ま
で
で
す

◎
お
医
者
さ
ん
に
預
け
て
あ
る
人
は
も

　
ら
っ
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

◎
（
特
）
（
学
）
の
保
険
証
が
交
付
さ
れ
て

　
い
る
場
合
は
本
人
に
連
絡
し
て
送
っ

　
て
も
ら
っ
て
く
だ
さ
い
。

◎
検
印
の
な
い
も
の
は
昭
和
四
十
九
年

　
三
月
三
十
一
日
以
降
は
使
用
で
き
ま

　
せ
ん
。

◎
今
回
検
認
を
受
け
る
保
険
証
は
ソ
ラ

　
色
で
す
。

戸
籍
の
窓
ロ
か
ら

△
二
月
受
付
分
（
受
付
順
）

謬
っ
こ
ん
濃

お
め
で
ζ
つ
㊦
衡

山
岸
　
誠
・
若
月
キ
ノ
イ

鑓験小
堺
昭
和
鶴
窒
男

井
上
元
留
磐
舅

小
嚢
戯
ミ
響
長
男

樋
昊
介
肇

牧
里
子
鵬

小
松
正
陸
齢

籍
男

暫
女

繋
男

（
東
山
）

（
蓬
平
）

（
寺
田
）

（
犬
伏
）

（
松
代
）

（
峠
）

（
室
野
）
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i　　出稼先へ　i
i　この広報を読み終つたら、　i

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

iふるさとのニユースを待ちわi
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

iびる、出稼先の夫や父や子へi
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

i送って上げて下さい。　　　i
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嵐ぎ
、

代
い

夕
．
’
8

支
芸
曝

　
し
ぶ
み
句
会
（
撫
頓
9
マ
日
ヘ
ィ
旅
館
）

杉
の
秀
の
雪
を
被
む
り
て
年
明
く
る

霰
う
ち
自
戒
の
こ
と
ば
潔
く

雪
堀
る
や
わ
が
念
力
を
傾
け
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
つ
じ

初
詣
で
我
還
暦
を
意
識
し
て

一
角
に
青
空
生
ま
れ
雪
や
ま
ず

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
悠
　
歩

雪
に
埋
る
土
工
飯
場
の
煙
り
上
ぐ

ど
か
雪
や
懸
巣
も
山
を
お
り
て
来
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
公
　
明

狩
人
の
渡
る
吊
り
橋
初
東
風
す

食
積
も
空
に
な
り
た
る
め
で
た
さ
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
静
　
風

宿
直
の
窓
に
当
り
て
雪
こ
ぼ
れ

内
職
の
母
に
ス
ト
ー
ブ
向
け
に
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
熊
　
夫

山
鳥
の
跡
美
し
き
今
朝
の
雪

雪
の
壁
に
見
え
か
く
れ
し
て
バ
ス
巡
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
　
花

初
詣
投
暴
銭
の
肩
を
越
す

寺
年
始
一
旦
雇
わ
る
寺
男

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
淡
　
水

雪
の
挾
夕
餉
の
煙
三
す
じ
ほ
ど

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
彗
　
生

雪
や
け
み
て
初
商
い
の
レ
ジ
を
打
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
瀞
　
舟

雪
止
み
ぬ
明
日
は
初
日
を
拝
め
る
や

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
紅
茶

年
男
な
れ
ぽ
燭
た
き
年
ご
も
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
枯
　
水

観
光
に
ど
ん
ど
焚
く
日
を
繰
上
げ
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
立
　
石

塩
鮭
の
包
く
ず
れ
て
届
き
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
井
　
上

出
稼
の
不
況
を
話
し
年
始
客

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昌
　
弘

三
十
路
越
え
家
長
と
な
り
し
雑
煮
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
善
　
一

し
ぶ
み
句
会
（
甥
齢
居
）

雪
の
山
重
ね
て
浦
田
の
雪
深
し

雪
樋
を
三
丁
つ
な
ぎ
雪
お
ろ
し
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．
3
．
．
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．
・
・
．
6
．
・
・
．
．
侮
◎
＝
．
9
り
。
・
．
．
亀
．
；
ゆ
一
。
3
・
ゆ
艦
り
3
φ
一
．
・
9
・
．
．
◎
3
9
σ
．
・
。
・
．
．
．
…
．
◎
・
。
．
・
ひ
．
●
。
。
．
亀
・
＝
・
．
．
●
、
●
9
．
。
●
．
・
．
◎
・
。
．
・
．
・
モ
：
・
り
●
ゆ
．
り
●
。
．
・
◎
・
も
．
り
2

【
短
歌
】

　
「
冬
眠
」

西
潟
ま
さ
お

あ
い
さ
つ
し
て
も
見
向
き
も
さ
れ
ぬ
事

が
あ
り
　
こ
ん
な
日
何
か
に
い
ど
む
歌

な
る

み
す
ぼ
ら
し
く
老
い
た
り
と
思
ふ
吾
に

し
て
　
な
お
燃
え
つ
き
ぬ
も
の
を
持
つ

ら
し

お
と
ろ
い
て
も
煽
ら
れ
』
ば
ま
た
さ
ら

に
　
ほ
の
お
を
あ
げ
る
た
き
火
に
も
似

て惜
め
な
き
も
の
を
惜
み
に
せ
し
不
覚

悔
を
の
こ
し
て
年
あ
ら
た
ま
る

卑
屈
な
り
と
云
わ
れ
た
る
人
何
人
か
あ

り
其
の
中
の
一
人
と
吾
を
知
り
た
り

若
き
頃
は
気
に
も
と
め
ず
に
居
た
り
し

が
　
ラ
イ
バ
ル
と
は
か
く
も
か
な
し
き

も
の
か

省
み
れ
ば
い
く
つ
か
罪
を
お
か
し
居
り

今
日
を
ざ
ん
悔
の
ご
と
く
す
ご
し
ぬ

年
賀
状
を
一
枚
一
枚
読
で
み
ぬ

た
』
ま
る
字
句
を
も
と
め
て

心
あ

ス
ト
レ
ス
も
お
さ
ま
り
か
け
し
思
う
今

日
　
す
で
に
老
す
い
の
兆
を
自
覚
す

き
つ
』
き
が
来
り
吾
家
の
か
べ
板
を

う
つ
音
冴
え
て
大
か
ん
に
入
る

い
つ
の
間
に
咲
え
て
散
り
し
か
寒
ぼ
け

の
　
紅
き
花
び
ら
ニ
ツ
三
ツ
あ
り

降
り
こ
め
ら
れ
閉
じ
こ
め
ら
れ
て
ニ
ケ

月
余
　
冬
眠
と
も
思
い
び
苦
笑
を
す
る

す
で
に
し
て
将
来
を
想
ふ
年
令
に
あ
ら

ず
　
近
づ
く
春
を
待
ち
つ
こ
も
れ
り

【
短
歌
】

小
林
登
良
吉

喜
寿
．
金
婚
・
米
寿
と
父
は
祝
わ
れ
て

　
九
十
の
春
や
お
と
ろ
え
見
せ
ず

元
日
も
　
春
分
の
日
も
祝
日
に

　
国
旗
見
え
ぬ
村
さ
び
し
か
り
け
る

指
で
穴
あ
け
て
線
香
た
て
歩
く

　
朝
ま
ば
ゆ
く
凍
み
わ
た
り
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
公
　
明

炉
語
り
も
ほ
ど
よ
く
酔
い
て
更
け
に
け

り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
　
花

現
に
も
咳
父
の
も
の
と
知
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
淡
　
水

大
寒
や
み
な
引
し
ま
る
気
配
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
紅
　
茶

灯
を
そ
な
え
餅
そ
な
え
し
て
山
始
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
枯
　
水

立
春
を
明
日
に
し
今
日
も
雪
卸
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
定
　
男

き
つ
つ
き
の
木
々
突
く
音
を
近
く
き
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
彗
　
星

春
立
つ
や
並
び
し
鍬
は
形
ち
な
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
瀞
　
舟

霜
焼
の
手
に
筆
も
つ
も
痛
々
し
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
熊
　
夫

往
診
の
迎
え
か
ん
じ
き
二
足
背
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
悠
　
歩

【
俳
句
】

　
「
雪
」
　
　
　
　
柳
茶
水

雪
お
ろ
す
男
勝
り
の
女
か
な

雪
晴
て
雪
の
明
り
は
天
に
冴

雪
の
山
杉
が
目
に
た
つ
こ
こ
か
し
こ

大
寺
の
す
っ
ぽ
り
雪
に
つ
つ
ま
れ
て

風
花
の
美
し
か
り
し
杉
並
木

…
．
．
…
－
行
政
相
談
案
内
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

…
　
国
や
県
の
行
政
上
の
こ
と
で
、
苦
情
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

…
や
相
談
し
た
い
こ
と
、
ま
た
は
意
見
を
…

…
お
持
ち
の
方
で
、
ど
う
も
関
係
の
役
所
…

…
へ
は
申
し
出
に
く
い
と
か
、
ど
こ
へ
申
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

…
し
出
た
ら
良
い
か
わ
か
ら
な
い
と
言
う
…

川
方
は
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。
特
に
、
…

…
今
回
の
国
の
生
活
関
連
物
資
緊
急
対
策
…

…
に
つ
い
て
の
苦
情
も
受
け
付
け
ま
す
。
…

…
①
標
準
価
格
が
表
示
し
て
な
い
。
　
　
…

髄
②
標
準
価
格
よ
り
高
く
販
売
し
て
い
る
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

…
③
卸
、
小
売
業
者
の
買
占
め
、
売
り
惜
み
川

…
等
の
こ
と
で
お
気
付
き
の
こ
と
が
あ
り
…

の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な

…
ま
し
た
ら
お
申
出
下
さ
い
。
　
　
　
　
…

ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

…
　
秘
密
厳
守
相
談
無
料
川

…
　
相
談
日
は
一
応
毎
月
十
五
日
と
し
て
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

…
い
ま
す
が
、
そ
の
他
の
日
で
も
い
つ
で
…

…
も
左
記
に
於
い
て
御
相
談
に
応
じ
ま
す
…

…
　
な
お
同
時
に
人
権
問
題
、
心
配
事
の
…

…
御
相
談
に
も
応
じ
ま
す
。
　
　
　
　
　
…

髄
（
於
）
松
代
町
大
字
松
代
少
林
寺
　
　
　
　
…

”
新
潟
行
政
監
察
局
松
代
町
行
政
相
談
委
員
…

”
　
　
　
　
　
　
　
松
代
町
人
権
擁
護
委
員
“

…
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
秀
雄
　
…

●
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●
●
●
o
■
●
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●
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●
●
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鑑
灘

…
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ずつのひりものしりらいロのじうらロ　ロじもうロのいうヨのごる

、｝大会だより1
～　　　　　　　　　　　　　＝

・■∂噂’●・◎σ一．・■の．｝じ”∂層．い’㌦，』

　
子

　
様

　
の

　
会

と
大（写真卓球

　町ス

松
代
町
ス
キ
ー
協
会

目
的
　
技
術
の
向
上
・
体
力
づ
く
り
・

　
　
相
互
の
親
睦
。

事
業
　
町
内
ス
キ
：
大
会
・
城
山
滑
降

　
　
選
手
権
大
会
・
ス
キ
：
ッ
ア
ー
・

　
　
技
術
講
習
。

会
員
　
一
四
二
名

会
費
　
年
額
一
〇
〇
円
・
団
体
加
入
は

　
　
ー
o
人
以
上
何
人
で
も
一
〇
〇
〇
円

会
長
　
富
沢
清
次
（
町
教
育
長
）

事
務
局
　
高
橋
芳
平
（
町
役
場
）

　
　
　
　
　
　
　
　
ミ
ミ
ミ

ス
キ
聾

継
走
は
商
工
会

卓
球
は
役
場
が
制
す

　
冬
の
生
活
を
明
る
く
し
、
体
力
づ
く

り
を
め
ざ
し
、
恒
例
の
行
事
と
し
て
開

催
さ
れ
る
ス
キ
：
大
会
と
卓
球
大
会
は

二
月
上
旬
か
ら
三
月
上
旬
に
わ
た
り
開

催
さ
れ
、
盛
大
に
楽
し
く
終
了
致
し
ま

し
た
。
そ
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す

◎
松
代
町
ス
キ
ー
大
会

　
　
（
2
月
2
日
松
代
少
林
寺
ス
キ
ー
場
で

　
開
催
・
公
民
館
・
ス
キ
ー
協
会
・
教
育
振

　
興
会
共
催
）

　
酵
3
位
ま
で
・
成
人
関
係
の
み
罫

△
継
走

　
　
（
一
チ
ー
ム
三
名
十
チ
ー
ム
出
場
）

　
①
商
工
会
A
　
②
松
代
高
校
（
職
員
）

　
③
農
協

△
回
転
（
青
年
の
部
・
出
場
悟
名
）

　
①
小
林
進
②
相
沢
哲
夫
③
石
口
博
雄

△
回
転
（
第
一
壮
年
の
部
・
出
場
8
名
）

　
①
小
堺
清
　
②
関
谷
松
雄
　
③
五
十

　
嵐
文
夫

△
回
転
（
第
二
壮
年
の
部
・
出
場
九
名
）

　
①
関
谷
博
②
矢
代
午
三
③
小
堺
貢

◎
第
14
回
松
代
町
ス
キ
ー
大
会

　
　
（
2
月
1
7
日
松
代
少
林
寺
ス
キ
ー
場
で

　
開
催
・
松
代
町
ス
キ
ー
協
会
主
催
）

△
継
走

　
　
（
一
チ
ー
ム
三
名
十
チ
ー
ム
出
場
）

①
商
工
会
A
②
前
田
屋
③
役
場
A

△
回
転
（
青
年
の
部
・
1
8
名
出
場
）

①
相
沢
哲
夫
②
市
川
正
③
小
林
進

△
回
転
（
第
一
壮
年
の
部
1
2
名
出
場
）

①
関
谷
松
雄
　
②
本
柳
彰
造
　
③
鈴

　
木
昭
平

△
回
転
（
第
二
壮
年
の
部
1
4
名
出
場
）

　
①
関
谷
忠
吉
　
②
矢
代
午
三
　
③
樋

　
口
政
信

△
婦
人
滑
降
（
1
1
名
出
場
）

　
①
関
谷
光
子
　
②
石
口
久
子
　
③
小

　
島
ケ
イ

◎
城
山
滑
降
ス
キ
ー
選
手
権
大
会

　
　
（
3
月
3
日
松
代
城
山
に
お
い
て
・
松

　
代
町
ス
キ
ー
協
会
主
催
）

△
少
年
の
部
（
19
才
ま
で
）

　
①
鈴
木
栄
郎
（
松
代
高
校
O
B
）
　
②

　
佐
藤
正
造
（
松
之
山
高
校
）
　
③
斉
藤

　
裕
夫
（
松
代
高
校
）

△
青
年
の
部
（
2
0
才
～
2
9
才
）

　
①
津
端
薫
（
松
之
山
ス
キ
ー
連
盟
）

　
②
石
口
博
雄
（
松
代
町
役
場
）
　
③
相

　
沢
哲
夫
（
松
代
町
役
場
）

馨

軽
亮

松
代
町
卓
球
協
会

目
的
　
ス
キ
ー
協
会
と
同
じ

事
業
　
町
内
卓
球
大
会
・
卓
球
教
室
・

　
　
技
術
講
習
会
。

会
員
　
一
七
〇
名

会
費
　
一
団
体
年
額
一
〇
〇
〇
円
（
一

　
　
団
体
は
何
人
で
も
よ
い
）

会
長
　
万
羽
卓
司

事
務
局
　
高
橋
嵩
一
（
町
役
場
）

　
　
　
　
～
（
ヤ
ノ
多
き
§
ミ

ム
第
一
壮
年
の
部
（
3
0
才
～
40
才
）

①
村
山
聰
（
松
之
山
ス
キ
ー
連
盟
）

②
村
山
市
郎
（
　
〃
　
）
③
鈴
木
洋
一

（
鉄
道
公
団
）

△
第
二
壮
年
（
4
0
才
以
上
）

①
村
山
俊
介
（
松
之
山
ス
キ
ー
連
盟
）

②
矢
代
午
三
（
白
銀
会
）
　
③
関
谷
忠

吉
（
松
代
病
院
）

△
女
子
の
部

①
岩
本
五
十
鈴
（
松
代
高
校
）
②
高

橋
好
子
（
松
代
高
校
）
　
③
小
島
ケ
イ

（
松
代
・
小
島
屋
）

◎
卓
球
大
会

　
　
（
2
月
2
4
日
於
・
松
代
小
学
校
・
松
代

　
町
卓
球
協
会
主
催
）

△
団
体
戦
（
一
チ
ー
ム
五
名
・
1
5
チ
：

　
ム
出
場
）

　
①
役
場
A
　
②
役
場
C
　
③
土
木
A

　
④
室
野
　
⑤
高
校
職
員
A
　
⑥
農
協

△
個
人
戦

　
青
年
の
部
　
（
3
9
名
出
場
）

　
①
高
橋
嵩
一
　
②
柳
善
夫
　
③
高
橋

　
利
夫
④
横
尾
実
⑤
池
田
猛
　
⑥

　
鈴
木
清
彦

　
壮
年
の
部
（
10
名
出
場
）

　
①
若
月
態
次
　
②
鈴
木
勤
　
③
矢
代

　
功
　
④
高
橋
徳

　
女
子
の
部
（
8
名
出
場
）

　
①
柳
洋
子
　
②
高
橋
房
江
　
③
関
谷

　
美
和
子
　
④
関
谷
文
子

（9）



（10）

　国民生活安定緊急措置法にっいて
　囚■■■■曜■嗣胴■■■■■口■■■■一一■■冒口圏■■■■冒一一■■易■閣口■■■■旧■■■■■■■■■■■■■■陰－■田0躍ロー一－0一口■■一口■■■』－］9曜騨巳

　この法律は国民生活に関連性の高い物資及び国民経済上重要

な物資の価格及び需給の調整をはかり、国民生活の安定と国民

経済の円滑な運営を確保することを目的として、物資の指定と

指定物資の標準価格の決定などを行なうことになつています。

1・指定物資は

　①石油②プ・パソガス③トイレツトペーパー④チリ紙

2・標準価格は

　①石油　182缶入り正味店頭価格　　380円　（1月18Lj施行）

　②プロパンガス　10ん9容器人り　配達（配管に接続）しての

　　　　　　　　正味価格　　　　1，300円　（1月18日施行）
　③トイレツトペー一パー

　　古紙を原料としたもの　55彫巻4ヶ1組220円（2月1日施行）

　　　　　　　　　　　65勉巻4ケ1組2｛0円（2月1日施行）
　　パルプを原料としたもの60配巻4ケ1組240円（2月1日施行）プ

紙
鋤

レ
リ

ノ
　
　
　
　
　
　
ヤ

パ
チ
白

　
④

　
郵
便
局
に
も
転
居
届
を
…

　
就
職
、
進
学
と
異
動
の
季
節
と
な
り

ま
し
た
、
転
居
さ
れ
た
場
合
、
友
人
や

知
人
な
ど
に
転
居
通
知
を
出
す
こ
と
も

大
切
で
す
が
、
旧
住
所
の
配
達
局
（
松

代
町
は
松
代
局
と
室
野
局
・
に
も
転
居

届
を
お
出
し
下
さ
い
。

　
用
紙
は
、
ど
こ
の
郵
便
局
に
も
用
意

し
て
あ
り
ま
す
が
、
所
定
の
屈
出
用
紙

で
な
く
て
も
次
の
事
項
を
記
載
し
た
も

の
で
あ
れ
ば
郵
便
は
が
き
で
も
さ
し
つ

か
え
あ
り
ま
せ
ん
。

　
一
、
届
出
人
の
氏
名
及
び
押
印

　
一
、
旧
住
所

歯
科
診
療
は
予
約
で

　
　
　
　
ー
県
立
松
代
病
院
歯
科
t

　
昨
年
九
月
か
ら
歯
科
診
療
を
再
開
い

た
七
ま
し
た
が
、
診
療
人
数
に
は
限
度

が
あ
り
ま
す
の
で
」
受
付
時
間
を
早
く

し
め
き
る
な
ど
、
数
多
い
診
療
に
対
処

し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
待
時
間
が
永

く
な
る
事
な
ど
ご
不
便
な
点
が
多
い
こ

と
か
ら
、
歯
科
診
療
の
受
付
は
予
約
制

を
と
り
ま
し
た
。

　
初
診
の
方
は
受
付
窓
ロ
で

　
　
　
　
予
約
を
お
と
り
下
さ
い
！

　　　　　白、80U枚入正味700、9のもの　　　235円　（2月1日施行）

　　　3．標準価格の表示は

　　　　　上記の指定物資を販売する小売店は、取扱う指定物資品目

　　　　毎の標準価格と、その店での小売価格の両方を消費者の見や

　　　　すい場所に表示することが義務づけられています。

　　　尚、不明な点、疑間の点については、役場総務課の係までお間

　　　合せ下さい。

ます・）｝・一（4月～10月〉・一・一・弗一一一一一一一もも一㌔

一
、
新
住
所
（
わ
か
り
に
く
い
と
こ
り

　
ろ
は
略
図
等
書
き
加
え
る
）

一
、
転
居
者
名
（
家
族
全
員
の
お
名
な

　
　
　
前
又
事
業
所
、
屋
号
、
商
号
、

　
　
　
な
ど
も
記
入
す
る
）

　
一
、
転
送
を
開
始
す
る
日

　
※
住
所
は
完
全
に
、

　
　
　
　
肩
書
は
お
忘
れ
な
く
。

　
ア
パ
ー
ト
に
お
住
い
に
な
る
か
た
、

下
宿
、
間
借
り
、
同
居
さ
れ
る
か
た
が

郵
便
を
御
利
用
に
な
る
時
は
、
御
自
分

の
住
所
に
は
『
○
○
荘
』
、
　
『
○
○
方
』

な
ど
の
肩
書
を
忘
れ
ず
に
お
書
き
く
だ

さ
い
。

　
た
だ
し
、
急
患
（
痛
み
の
ひ
ど
い
方

・
は
れ
て
い
る
方
等
）
に
つ
い
て
は
申

出
下
さ
れ
ば
当
H
診
察
の
受
付
を
い
た

し
ま
す
。

　
2
回
目
以
後
の
方
は
歯
科
診
療
後
、

診
察
室
で
次
の
診
療
日
と
時
間
の
予
約

を
さ
れ
て
か
ら
お
帰
り
下
さ
い
。
都
合

で
予
約
ど
お
り
こ
ら
れ
な
く
な
っ
た
方

は
必
ず
連
絡
し
、
次
の
診
察
口
を
予
約

し
て
く
だ
さ
い
。
連
絡
し
な
か
っ
た
と

き
は
、
あ
ら
た
め
て
予
約
日
を
と
っ
て

か
ら
お
い
で
く
だ
さ
い
。

町総合センター｝”）㌔～㌦＾〆》～V～＾｛’夏時間に

　
町
総
合
セ
ン
タ
！
で
は
、
4
月
－
日

か
ら
次
の
時
間
割
の
と
お
り
開
館
致
し

ま
す
、
ど
し
く
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
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9
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
n
乙

　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ウ
臼

昼
間
開
館
＝
時
閉
旺
夜
間
開
館

　
　
　
　
一
　
　
　
　
　
　
…

　
　
・
昼
夜
継
続
し
て
使
用
さ
れ
た
い
と
き

　
　
は
申
請
の
と
き
申
出
下
さ
い
。

■
休
館
日

　
△
日
曜
口
・
祝
日
は
休
館
致
し
ま
す

　
△
金
曜
日
と
第
5
火
曜
日
の
夜
は
休

　
　
館
い
た
し
ま
す
。

　
△
第
1
・
第
3
水
曜
日
の
昼
間
は
清

　
　
掃
日
で
休
館
し
ま
す
。

■
定
期
行
事
に
よ
る
使
用
日

π
昼
間
H

　
△
運
転
免
許
更
新
講
習
会
、
毎
月
第

　
　
3
火
曜
目
・
3
階
大
ホ
ー
ル

　
ム
交
通
相
談
、
5
月
7
月
9
月
1
1
月

　
　
の
第
3
火
曜
日
・
2
階
小
会
議
室

　
△
心
配
ご
と
相
談
、
毎
週
金
曜
日
午

　
　
前
9
時
～
1
1
時
・
1
階
和
室
10
畳

　
△
書
道
教
室
、
毎
週
土
曜
日
午
後
2

　
　
時
～
書
時
3
0
分
．
1
階
和
室
30
畳

　
　
と
2
階
大
会
議
室

　
△
卓
球
解
放
、
毎
週
土
曜
日
午
後
2

　
　
時
～
3
時
3
0
分
・
3
階
大
ホ
ー
ル

∬
夜
間
∬

　
△
青
年
活
動
、
毎
週
月
曜
日
、
3
階

　
　
大
ホ
ー
ル

　
ム
生
花
会
、
第
4
月
曜
日
・
－
階
和

　
　
室
3
0
畳

　
△
民
謡
会
、
第
－
第
3
火
曜
日
・
3

　
　
階
大
ホ
ー
ル

　
ム
マ
マ
さ
ん
コ
ー
ラ
ス
、
第
2
第
4

　
　
火
曜
日
・
3
階
大
ホ
ー
ル

　
ム
園
芸
愛
好
会
、
第
4
火
曜
日
・
1

　
　
階
和
室
30
畳

　
△
卓
球
教
室
、
毎
週
水
曜
日
・
3
階

　
　
大
ホ
ー
ル

　
ム
ド
レ
ミ
・
グ
ル
ー
プ
、
第
－
第
3

　
　
水
曜
口
、
2
階
大
会
議
室

　
△
詩
吟
・
謡
曲
同
好
会
、
第
2
第
4

　
　
水
曜
日
・
－
階
和
室
30
畳

　
△
お
茶
の
会
、
毎
週
木
曜
日
・
－
階

　
　
和
室
10

・
30
畳

　
△
柔
道
教
室
、
毎
週
木
曜
日
、
3
階

　
』
大
ホ
ー
ル

　
ム
書
道
教
室
、
毎
週
土
曜
目
・
－
階

　
　
和
室
3
0
畳

　
△
つ
く
し
会
、
第
－
第
3
土
曜
日
・

　
　
3
階
大
ホ
ー
ル

　
ム
民
謡
同
好
会
、
第
2
第
4
土
曜
日

　
　
3
階
大
ホ
ー
ル


